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1。はじ＇めに
現在高力t・JL卜を用＼＼た格饂醜部分は麿椛邸翫‘であ＇）、おい引張強衷を持湛加） LI、(J)特性を利

用＼た引張恥瞬l譲換恥騎、特に契ー柱譴合に1胡用い5虹ているt(J)(J)、土材紐闊こはあまリ用いら

叩いなl't。この引張蒻饂紐瞬Iてい躙め形式浅闘瞬‘に分騒され、和麟物となる土太様

麟油` （）ては長鰤形式が麟Jとさ叩立。）訳秩では、影認芦Iておける器直りを把損することをB叙
し、営勧1こ大きく彩響を与えると思われる訟seP¥o.te , Ri 6 Plateの柏艮即‘柑）L卜⑰祖梱遵入軸力（以下訳‘、JL
噂張力と言う）碍なる謁紅罪噌釘鴎刷暉Iてよリ、長蜘芦Iご薗す繕幽和環るも(J)で̀

ある。

2. 埠囀
I) 就験休 言瘍叫すべてSS41を用I,1覇 l 、醜l~~l"もB
を持遠力雷'JL卜(Q,9ド）で絲付けたt(])である。麟‘．寸法を図
11呵示す。譴創迅let.如 Plci旭艮邸:Rib Plo..te. 艮を要t1tさせたA"- Base Plate 

Q(J)各勺(J)9イプについて2種麟''JL卜初張力を与えた8,{tである。 tRib 

表ー 11ご各拭験体の主悪寸法即‘柑＇）し卜初張力を示す。使用け口『）し卜 Rib Plate 

はF8TM20であリ、麦21ご雷）L卜の樽枯的性質ど示す。 End Plate 

2)ボ'JL噂張加導入 術）L 卜棚JJ張加應入はボ'JL卜輯~Iミ4枚
譴り‘ージを麟し、こ(J)平均伯が雷叶(J)腐か歪朋保ょリ褐sれる
疇初張りに対する歪値になるまでLY手で鈴付けること（護：リ行な
った。本試馳似也乞fs/J)訳"JLトで誇合しているため両侑⑰柑JL目捌歓
初張カ(J)80 %麟（こなる志で徳付け、 し力‘る後、雨方のihJL1--とも祈
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戸
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定叫諷力になる訳科村けた。

3)載杓鰭 切LI-l本あたリ請墾（以下庫1祁古:')し卜 1本あ
unit: mm  1 

たリとする）が、 0→O.SBo→0→ 0.758; →O→ o.q Bo→〇 ➔ I.OSBo→
0→ 1.2 B。→O→o.s恥 0(1)径格をとる飴環酎船肛（た。

4)卦j定 以和nも(J)Iでついて甜旋＼た。
Q) 市'JL卜軸歪師‘珈Pl曲， RibPl曲譴を紐

b) Base Plate , Rib Plo.-te (J)た麟邸1EndPl曲間（培緬町

碩イ誌蒙
c)樟合面閻遷田純きはさみ圧力分布を；饂．これは圧力が色咋患

；没として現われる砂で麟．

3。モデ）Lにおける市）L卜付加軸カー扁皇固係
本暉体悦汀しートセバネに圏庚＼バネ魯11性を患入

すること1:::よJ、;知式:mような点）L卜軸カー柑重明係を

贔？

図I-1 

2F 

gz 

ば験住0 形状．、．寸圭

良-1 ta'騎知ま嚢寸去邸而L卜匁張力

tBaso !Rib Bolt PrBo etens(toionn ) Specimen (mm) (mml 
A-1 10 10 14.2 

A A -2 10 10 7.4 
B -1 10 25 14.3 

B B-2 10 25 7.3 
C -1 25 10 14.4 

C C-2 25 10 19.0 
0 -1 25 25 14.2 

0 0-2 25 25 17.4 

良ー 2 ホ")し\-(I)礫樗酌•li't

芸+号冒□言］月巴
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B== 8。-t-・F= 8。+d.-F
I -t KRibパ• !(Bolt 

ただし、 o=1/(l+K邸 /K邸 e)

ここで、 F:,t"JL卜1本あた'J(J')店皇

B : iti"Jし卜軸カ
＆：柑）は初虹

rJ.: 市`）しl,-(1)甜議鳩約
なお，如 P\Q't退逮麟二虞罪繹—麟畝恥 l て取祖う。また、 K'Ribき戎婦lであたっては醐

邸 RibPl叩te(J)全疇積 (A~り老恙扁l、K釦1-tを束‘めるにあたってl謡訃饂暉輝罪いる。

4直輯果
図ー 2は、術）し卜軸鱈麟li歪ザージ譴j割勧~s換爆け：：：術）し卜軸恥蔽墾a浦臨詞'JL頃張訛

ffittで表わけこt(J)であリ、屯1!'.'.l 7謁姐D-11ぐつい揺lた。瞑中(f)-誼 鵠1証）L 1-1ご莉張力を与え
な（＼喝合醐'JLト軸カー面創輝である。全試餘体を通し'.'て柄重(J)増

加噂＼＼柑）し卜に伽輯〕が認応れ、店童が＇柑）訃噂加 30劣
120 

へ50%睛註1試＇）し卜輯譴細 1:、増加している。こ譴鰤 っ
o"' 

桶を（付嘩囁~(J._Test)は上飼モう~)はリ扁出した付no馴鰊 ...... 
d叫 1ぶJIへ4叫大きな値である。接鑓澤証励翻渕

譴— 31':詞。また，丘力鑓ぶJ測史ば海維醜A1~応屈加

勘鍵廊砥四潤顧図ー41:::品す。付加軸わ倒&Iておけ砧噂

塩とモ了し伍ど醜lei:、これらO)~ガらみら出るように、喫照①符合
醐モj"Jしで菟えたぶ）も臨隧｝であリ、モ:f'JLか＇将合鱈謹鵠

扁していないこどによるも砒思巾蒻。
炭 3は，額飼（約JLト莉張カ(1)50%』 75%,q0%,
105%, 120%) かsm熊点に伴うホ~JL卜棉lh(])記罪砕碍
ぽ：t(J)で‘却、 &se Plo.teが員りな稚、また粛）L卜初張力か憑＼灌，

目は師店鯰与えた埠飼市）L卜軸加消坪I刹屯＼＼。

5。軸'JI::
紐碑鯰、届鯰増加伴いはじめか5約L卜に付tio釧咋

じるため、そ醍鱈埠が脳要となる。本モデJU濯饂虚態を

産慮すれば、あ礁良趙賤謹甘頭になると思伽蒻。

紐諾釦湛螂瀧謡＜け速合雌遁招行なっておリ，そ

叫課Id-根噌当B沼表する。

k珈 t: 市JL卜訓暢過

KRib : 叫訊び RibPlo.i~ 叫瞬l性

k印涎： Bo.se P!nte<flた巾み剛姓
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図-2 ボ` ）し卜軸カー応負蘊繰

く金名女麻＞ I: 図!-3 樟合ii)(])圧力介布

[I]高'hili"J訃袴合の ゜ 義-3 ホ"lL 卜莉張力 CJ)~池（％）

15 ヽ3 ゜瑣北‘と令儀の蝶題；

且2 ゜
(.F/Bo)xlOO (~ ん）

Q, Specimen 50 75 90 105 
;rssc, vol 2,No.12, A -1 ~:~ 屯1:S 1 ゜゚ A A-2 

゜
0.4 1.6 

1%6.12 
B B -1 0.3 2.2 5.6 39.0 

('lJ 富hit'l~叩 I兎樟 0.6 0.8 t.O 
B-2 0.2 0.9 1.3 2.1 

゜
Q2 0.4 C -1 

゜
0.2 0.5 0-9 

合にづヽて；寧,vol屯 A~ 需/A陸辟el
C C-2 0.6 1.5 2.4 5.9 

D-1 

゜
o.s 0.3 0.9 

図ー4 袴触面積の暑3誓 0゚-2 0.3 1.5 3.3 14.C 
ゆ.'24,1%7. I'2 
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